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２．研究の進捗状況

(1)極小論の観点から統語部門における句構
造構築に必須となる基本要素を明らかにし
たのち、そこで得られた知見をもとに、音韻

範囑（弁別素'性等）を見直し、極小論の指針
と合致した範艤（エレメント）の探究を行っ

た。研究成果は、日本音韻論学会が毎年発刊

している『音韻研究』の１１号および’２号に
掲載された。その他、国内外の様々な学会で
研究成果報告を行った。

Ｌ研究計画の概要

本研究では、統語部門を中心に発展してきた

極小論を音韻部門にも適用することで、言語

機能を包括的に解明しようとする。特に、以

下の三点を検討することで、統語論と音韻論

の両領域にわたり共通の普遍的範囑や普遍
的原理の存在を解明することを試みる。

(1)音韻範艤（弁別素性や音節構成素等）を
見直し、極小論の指針と合致する範蠕を探求
する。具体的には、独立解釈可能な弁別素性
や最小構成性原理に基づいた韻律範囑の特

定化を行い、音韻派生過程において余剰性を
排する音韻体系を考案する。

(2)統語部門における裸句構造を用いて超分
節構造（プロソディ）の一部の構築に当たっ
た。その研究成果の－部は、２００７年１０月に

スウェーデンのゴッテンブルグで開催され
たIntemationalConfbrenceonBantu

Languages、および２００９年１月に米国ニュ
ーヨークで開催されCUNYPhonology
Forum:Conferenceonthefbotにおいて報

告された。

(2)(1)で解明した範艤を基盤とした音節や韻
脚といった超分節構造（プロソディ）と分節
内階層構造を考案する。その際、統語論で用

いられている裸句構造（BarePhrase
Structure）を用いた構造を採用することで、
これまで異なる構造を呈すると考えられて

きた音韻論と統語論との間に、構造上の整合

性を見ることが可能となる。

(3)欠性対立を用いて表示上の余剰性を排す
るエレメント呼ばれる素性を採用すること

で、音韻部門と調音・知覚システムとの間に、

派生中間レベルを一切仮定しない直接的転

写モデルを提案した。
(3)極小論の立場から、音韻部門と調音・知
覚システム（articulatory-perceptual
systems)との関係を解明する｡具体的には、
音韻部門と調音・知覚システムとの間に、派

生中間レベルを一切仮定しない直接的転写

モデルを提案し、音韻現象の分析を通して、
その妥当性を探る。

３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。
（理由）

研究計画で示した項目それぞれの項目の研
究およびそれらに関係する諸相の解明をお

おむね行った上で、それらの成果を国内外の

関係学会や研究会で報告した。
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出願年月日

国内外の別
４．今後の研究の推進方策

極小論の最近の動向を踏まえ、進化的妥当性
を明確に意識しながら、統語部門と音韻部門
の両領域に共通する高次な普遍的範蠕およ
び普遍的原理の解明をさらに行う必要が出
てきた。加えて、上述の構築したモデルを用
いて、外的有標性理論を援用することなく音

韻獲得過程を説明することが、参加した諸学
会において求められた。それを受け、音韻獲

得過程と生理学的獲得過程との境界を明確
にし、それらの相互関係を探求した上で、共

時・通時的音韻現象のみならず、音韻獲得過
程を説明できるモデルを構築する必要と言
える。
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